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ファインセラミックス用マグネシア微粉末の 
化学分析方法 

Methods for chemical analysis of magnesium oxide powders for  
fine ceramics 

 
1 適用範囲 

この規格は，ファインセラミックス製造の原料として用いられる高純度マグネシア微粉末の化学分析方

法について規定する。 

警告 この規格に基づいて試験を行う者は，通常の実験室での作業に精通していることを前提とする。

この規格は，その使用に関連して起こるすべての安全上の問題を取り扱おうとするものではな

い。この規格の利用者は，各自の責任において安全及び健康に対する適切な措置をとらなけれ

ばならない。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS K 0050 化学分析方法通則 

JIS K 0115 吸光光度分析通則 

JIS K 0116 発光分光分析通則 

JIS K 0121 原子吸光分析通則 

JIS K 0127 イオンクロマトグラフ分析通則 

JIS K 0557 用水・排水の試験に用いる水 

JIS K 8001 試薬試験方法通則 

JIS K 8007 高純度試薬試験方法通則 

JIS K 8034 アセトン（試薬） 

JIS K 8102 エタノール（95）（試薬） 

JIS K 8541 硝酸（試薬） 

JIS K 8576 水酸化ナトリウム（試薬） 

JIS K 8951 硫酸（試薬） 

JIS K 8982 硫酸アンモニウム鉄（III）・12 水（試薬） 

JIS K 9902 高純度試薬－塩酸 

JIS Z 8401 数値の丸め方 

JIS Z 8816 粉体試料サンプリング方法通則 

 


